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論 文 の 要 旨 
 
田中勇一氏の学位論文は，３つの実質的な章とそれら全体に対する準備の章からなる。準備の
章においては，数理論理学およびモデル理論の基礎的な概念の定義と説明，基本的性質が要
領よくまとめられている。 
著者が本論文で扱う分野はモデル理論であり，数学的構造の一般論を数理論理学の立場から
研究する分野となる。中でもこの論文で扱っているものは，(a）古典的 なモデル理論，計算モデル
の理論，および（c）安定性理論である。 (a) については，モデル・コンパニオン (model companion) 
の概念を研究している。この概念は，古典的なモデル理論の中で最も重要な概念の一つである。
理論 T がモデル・コンパニオンを持っている場合，T はモデル完全な理論であることに非常に
近く，モデル完全な理論は，量化記号消去の弱いバージョンを持っていると考えられる。多くの
有用な理論がモデル完全であることが知られており，モデル・コ ンパニオンの存在に関する問
題は重要となる。著者は与えられたモデルの理論がモデル・コンパニオンを持つか否かを決定
する問題に関して，特にグラフの理論の場合に考察を与えて，いくつかの判定条件を発見している。 
一方，計算モデルの理論における研究テーマは，モデル理論における概念の構成的バージョン
の考察である。多くのモデル理論における概念は，超越的に定義される場合が多く，実際に応用す
る場合においては，構成的バージョンの存在が重要となる。この方向性は決定可能性と定義可能
性に関連している。この点について，著者は計算モデル理論における Ressayer の定理と同様の結
果を得ている。最後の章で扱われる安定性理論は代数的独立性や線形独立性に代表される独立
性の概念の一般化に興味の対象がある。著者は安定性理論のフレームワークを適用して，シュレ
ーダー・バーンスタインの定理の類似定理を考察している。なお，(a)， (b) は共著論文として結果は
すでに公開されているが，本論文では田中氏の寄与した部分について，必要事項の説明をより詳
細に記載している。(c) は単著論文として受理されている。 
 審 査 の 要 旨 
〔批評〕  
モデル・コンパニオンの考察では，グラフ理論に特化しているが，新しい知見が得られている。一
連の共同研究の一部であるが，本質的な例の数学的構 成においては，著者のアイディアが多く含
まれている。計算モデル理論においては，新しい概念を提出して，その考察を行っている。本結果
も共同研究であるが，実閉体のモデル理論的構成においては，定理の仮定条件を大幅に下げるこ
とに田中氏の寄与がある。また付値体の理論では，その大部分が田中氏のアイディアに基づく。シ
ュレーダー・バーンスタインの定理の類似型の結果については，考える射として elementary 
mapping を考えている。類似型が成立しないための十分条件を与えている。必要十分条件を与える
ことが，この方向での最終目標であると思われるが，現在の時点ではそこまでは到達していない。こ
の点は惜しまれる。 
 
〔最終試験結果〕  
平成 28 年 2 月 18 日，数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員
出席のもと，著者に論文について説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った。その結果，審
査委員全員によって，合格と判定された。 
 
〔結論〕  
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
